
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

取 扱 説 明 書 

 

 高視認性ソーラー式電光表示板 

 

セーフティギア 

お 取 扱 い に 際 し て は 、必 ず こ の 取 扱 説 明 書 を  

お 読 み く だ さ い 。ま た 、お 読 み に な っ た あ と

は 大 切 に 保 管 し て く だ さ い 。  
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 修理を依頼される前に 

 安全上のご注意 

 リモコンによる操作方法  

お手入れ 

 操作スイッチによる操作方法 

はじめに 

 操作手順 

仕様表・外観図 
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本取扱説明書では複数のモデルについて説明します。 

そのため、モデルによっては備わっていない機能についての説明も含まれます。 

 

 

 

 

 

安全のために必ずお守りください。 
◆製品を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を 

未然に防止するための重要事項を警告・注意に分けて示します。 

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」 

内容です。 

        この表示の欄は、「障害を負う可能性または物的損害のみが発生 

する可能性が想定される」内容です。 

 

◆お守りいただく内容を次の図記号で区別しています。 

この図記号は、してはいけないこと「禁止」を示します。 

          この図記号は、必ずすること「実施」を示します。 

 

 

 

◆ 本機を長期に渡り使用している場合は、台風や雷などによる予想外の事態により、破損や 

故障する場合があります。 

思わぬ事故を未然に防ぐため、異常を発見した場合は直ちに使用を中止し、お買い求めの 

販売店に点検または修理をご依頼ください。  

保証期間を過ぎての点検・修理は、有償となります。 

尚、お買い求めから７年経過した場合は、部品在庫がなく修理ができないことがあります 

ので、予めご了承ください。 

 

◆海岸付近など塩害が想定される地域、火山灰や粉塵が多いと想定される地域で使用される 

場合は、お買い求めの販売店による定期的なメンテナンスを受けるようにしてください。 

 

 

◆ご購入から５年経過した時点で、その後も継続使用する場合は、必ずメンテナンスを受けて 

ください。 

また、５年経過以降は定期的なメンテナンスを受けるようにしてください。 

 

警告

警告

注意

安全上のご注意    ご使用される前に必ずお読みください。 

はじめに 
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◆充電中に煙が出ている、異臭がする、操作しても何も表示しないなどの異常が発生したときは 

すぐにソーラー接続ケーブルやバッテリー接続ケーブルのコネクタ、電源プラグをはずして 

ください。 

火災や感電の原因になります。  

 

◆万一、本機を落としたり、転倒したり、表示画面を破損した場合は、すぐに 

ソーラー接続ケーブルおよびバッテリー接続ケーブルのコネクタをはずしてください。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 

 

◆ソーラー接続ケーブルおよびバッテリー接続ケーブルをはずすときは、必ずコネクタを持ち 

固定ネジ部を回してはずしてください。 

ケーブルを持ってはずさないでください。 

ケーブルを引っ張るとケーブル内部に傷がつき、火災や感電の原因になります。 

 

◆充電中に雷が鳴り出したら、早めに電源プラグをコンセントからはずしてください。 

落雷の直撃を受けますと、本機が破損し、火災や感電の原因になります。  

 

 

◆お客様ご自身での修理改造は、絶対におやめください。 

事故や火災や感電の原因になります。 

修理に関するご相談は、お買い求めの販売店または裏表紙の連絡先にご連絡ください。 

 

◆表示板への電源電圧は、ＤＣ１２Ｖ以外供給しないでください。 

火災や感電の原因になります。 

 

◆ケーブルを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、 

束ねたりしないでください。 

また、重いものを載せたり、加熱したりすると、ケーブルが破損し、火災や感電の 

原因になります。 

 

◆本機の吸排気口をふさがないでください。 

吸排気口をふさぐと本機の内部に熱がこもり、火災や感電の原因になることがあります。 

 

◆本機にホースなどで勢いよく水をかけないでください。 

本機の通風口または吸気口などから内部に水が浸入し、感電や故障の原因になります。 

（本機は、通常の降雨に対して安全な構造となっています） 

 

◆荷台からの積み下ろしは丁寧におこなってください。 

 急激な動作をおこなった場合、事故や故障の原因になります。 

 

 

◆ケーブルやコネクタは、傷んだまま使用しないでください。 

火災や感電の原因になります。  
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◆濡れた手で、ソーラー接続ケーブルやバッテリー接続ケーブルのコネクタ、電源プラグを 

抜き差ししないでください。 

 感電の原因になります。  

 

◆本機の近くに、熱気を発生する装置を置かないでください。 

本機の内部に熱がこもり、火災や感電の原因になります。   

 

 

◆電源プラグは、長期間差し込んだままにしないでください。 

火災や感電の原因になることがあります。 

６か月に一度程度、刃部のホコリを取り除いてください。 

 

◆表示板内部や上部、架台等に、指定品以外の機材物を付けたり、物を載せたりしないで 

ください。 

重量物を取り付けるとその分操作が重くなり、事故や故障の原因になります。 

 

◆本機は、必ず固定した状態でお使いください。（必ず転倒防止の処置を施してください） 

また、昇降操作するとき、およびソーラーパネルを動かすときは、 

水平でかつ堅固な場所でおこなってください。 

傾斜地や地盤の安定しない場所で使用すると、事故や故障の原因になります。 

 

◆ソーラーパネルを動作させる際は、頭上にソーラーパネルが落ちてこないように 

支えながら操作してください。 

その後、確実にソーラーパネルを固定してください。 

ソーラーパネルが落ちてくると、事故やけがの原因になります。 

 

◆表示部を上昇したまま、輸送および移動をしないでください。 

 橋梁や立ち木にあたり、事故や故障の原因になります。 

また輸送および移動の際は、必ずソーラーパネルを固定してください。 

 

◆使用時および移動時は、左右の固定ピンを必ず挿し込んでください。 

 

 

 

◆製品を使用する前に、機構部の点検と周囲に危険なものがないか確認してください。 

 また、ゆっくりと安全を確認しながら操作してください。 

 

 

◆可動昇降部は危険ですので、絶対に入り込まないでください。 

手や足を入れないでください。 

昇降部が落下して、死亡または重傷を負う危険性があります。 
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◆バッテリーに付属の説明書をよくお読みの上、取り扱いには十分に注意してください。 

取り扱い方法を誤ると、死亡または重傷を負う危険性があります。 

 

 

◆台風などの強風下では、安全な場所に格納してください。 

転倒などにより、けがの原因になります。 

 

 

◆走行時は、ウィンチのワイヤーを軽くたるませた状態で走行してください。 

 たるみがない状態で移動しますと、無理な力がかかり、事故や故障の原因になります。 

 

 

 

 

◆製品をご使用する際は、ソーラー接続ケーブルおよびバッテリー接続ケーブルのコネクタが 

確実に取り付けられているか確認してください。 

 コネクタが確実に接続されていないと表示不良の発生や、バッテリー残量が正確に測定 

できない場合があります。 

 

◆長時間ご使用にならないときは安全のため、ソーラー接続ケーブルおよび 

バッテリー接続ケーブルをはずしてください。 

 

 

◆夏場の日中、本機は高温になっておりますので、手を触れないでください。                                                   

 

 

 

◆本機の上に乗らないでください。特に足場や踏み台にして足をかけたりしないでください。 

動いたり、転倒したり、壊れたりして、けがの原因になることがあります。  

 

◆使用前、使用後に充電をしてください。 

また、長期保管をする場合は、保管前および６か月に一度、充電してください。 

 充電量が不足したまま長期保管すると、バッテリーの自己放電によりバッテリー寿命が 

短くなることがあります。  

 

◆商用電源より充電する場合は、必ず表示板の電源をＯＦＦにしてください。 

 表示板の電源をＯＮにしたまま充電すると、故障の原因になることがあります。 

 

 

◆本製品は商工業地域で使用されるべきものです。 

住宅地域またはその隣接した地域で使用すると、ラジオ・テレビジョン受信機等に受信障害 

を与えることがあります。 

注意
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各部の名称については付属の外観図を参照ください。 

表示板は、以下の１～６の手順でご使用いただけます。 

操作方法の詳細については下記を参照ください。 

 

 

♦操作手順と各操作の説明 

操作手順 

操作方法詳細 

リモコン 

による操作 

操作スイッチ 

による操作 

１.電源の入れ方 

  表示板の電源を入れます。 
Ｐ.７ 

２.表示モード切替 

  表示モードは通常使用する２種類（Ａ、Ｂ）、外部接点使用時の 

１種類（Ｒ）の計３種類から選択できます。 

Ｐ.１１ Ｐ.２８ 

３.ＣＨ.（チャンネル：表示コンテンツの番号）の設定 

  ＣＨ.を設定します。 

  設定したＣＨ.は設定した表示順で表示されます。 

 

 《設定可能最大ＣＨ.数》 

  リモコンによる操作  …５０ＣＨ. 

  操作スイッチによる操作…４ＣＨ. 

Ｐ.１１ Ｐ.２８ 

４.文字入力 

一部のＣＨ.は文字を入力（登録）することができます。 

（リモコンによる操作のみ対応） 

Ｐ.１３  

５.表示動作設定 

一部のＣＨ.は動作を設定することができます。 

（リモコンによる操作のみ対応） 

Ｐ.１８  

６.その他各種設定 

  輝度の変更や、バッテリー残量の確認などができます。 

 

※リモコンと操作スイッチとでは、設定できる項目が 

異なる場合があります。 

Ｐ.１９ Ｐ.２９ 

 

 

 

※操作スイッチによる操作は操作スイッチ付のモデルのみ対応 

（付属の仕様表参照） 

  

操作手順 
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電源スイッチで電源ＯＮ／ＯＦＦをおこないます。 

（電源スイッチの位置は付属の外観図参照） 

電源起動時は、最後に表示していた表示モードに設定されたＣＨ.の表示コンテンツが 

表示されます。 

起動時にバッテリー残量が測定され、表示画面右下にインジケーターが表示されます。 
 

※操作スイッチ付のモデルは、操作スイッチの電圧チェックランプに表示されます。 

（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

♦バッテリー残量の表示と内容 

表示 （〇：消灯 ●：点灯） 

内容 
表示画面右下のインジケーター 

（操作スイッチの付いていないモデル） 

操作スイッチの電圧チェックランプ 

（操作スイッチ付のモデル） 

・ ・ ・ ↑ 

〇
〇
● 

↑ 

●
〇
〇 

↑ 

〇
●
〇 

↑ 

〇
〇
● 

○○○→●○○→●●○→●●● 

→○○○→・・・ 
測定中 

・ ・ ・ ↑ 
〇
〇
● 

↑ 

〇
〇
〇 

↑ 

〇
〇
● 

●○○→○○○→●○○→・・・ 容量不足 

〇
〇
● 

●○○ 要充電 

〇
●
● 

●●○ 良好 

●
●
● 

●●● 満充電 

 

※測定には５秒程度かかります。 

 

 

 

 

 

 

 

電源の入れ方 

・使用後は、必ずバッテリーを充電してください。 

 また、長期間保管する場合は、保管前および６か月に一度充電をして 

ください。 

・充電量が不足したまま長期間保管すると、バッテリーの自己放電により、 

 バッテリー寿命は短くなり、故障の原因になります。 

・商用電源より充電する場合は、表示板の電源をＯＦＦにしてください。 

 表示板の電源をＯＮにしたまま充電すると、故障の原因になります。 

注意 
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ＰＤ７Ｄ 

操作終了 

Remote Control Unit 

送り

〇/× 

問合せ/矢印 ９ ８ ７ 

４ ５ ６ 

３ ２ １ 

０ 

さか あ

た な は 

ら やま 

わをん 記号

ＧＨＩＤＥＦ ＡＢＣ 

ＪＫＬ ＭＮＯ ＰＱＲ

ＹＺＶＷＸ ＳＴＵ 

機能 輝度ブリンカ 

文字入力 

半倍/変換 表示動作 文字修飾 

空白 決定 

戻し番号指定 表示呼出 

リモコンによる操作方法 

リモコンの各キーを    で囲んで表します 

Ｃ

② 表示呼出キー 

 

③ 番号指定キー 

 

⑥ ブリンカキー 

 

⑦ 輝度キー 

 

⑨ 文字入力キー 

 

⑩ 空白キー 

 

 

⑫ 半倍/変換キー 

 

⑬ 表示動作キー 

 

 

 

⑰ 文字・数字キー 

 

 

 

⑱ 記号キー 

① 操作終了キー 

 

④ 送りキー 戻しキー 

 

⑤ 〇/×キー 

 

 

 

⑧ 機能キー 

 

⑪ 決定キー 

 

⑭ Ｃキー 

 

⑮ 文字修飾キー 

 

 

⑯ 問合せ/矢印キー 

 

 

⑲ カーソルキー 

各部のなまえ 
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♦各キーの内容 

 名称 内容 

① 操作終了 現在の操作を取消し、または終了します。 

② 表示呼出 ＣＨ.設定画面にします。 

③ 番号指定 表示させるコンテンツを設定します。 

④ 送り 戻し ＣＨ.設定時、ＣＨ.や表示順を変更します。 

⑤ 〇/× 
コンテンツやブリンカーのステータス（表示：〇、非表示：×）を 

切り替えます。 

⑥ ブリンカ 
ブリンカーを設定します。 

※ブリンカー付のモデルのみ対応（対象モデルは付属の仕様表参照） 

⑦ 輝度 表示板の明るさを変更します。 

⑧ 機能 設定画面を開き、各種設定します。 

⑨ 文字入力 
文字入力画面にします。 

また、文字入力画面では入力する文字の種類を変更します。 

⑩ 空白 文字入力時、空白を入力します。 

⑪ 決定 各操作を決定します。 

⑫ 半倍/変換 文字入力時、文字の変換やサイズの変更をします。 

⑬ 表示動作 各表示データの表示動作を変更します。 

⑭ Ｃ 文字入力時、文字を削除します。 

⑮ 文字修飾 文字入力時、文字の太さを変更します。 

⑯ 問い合わせ/矢印 本製品では使用しません。 

⑰ 文字・数字 文字入力時、文字を入力します。 

⑱ 記号 文字入力時、記号の入力や、文字に濁点・半濁点をつけます。 

⑲ 
カーソル 

 

各操作中にカーソルの移動や選択項目を変更します。 

 

※本書ではＳＧＳＡ１３モデルを例に説明します。 

ＳＧＳＡ１３モデルの   ＝ＳＧＳＡ１３モデル以外の 

ＳＧＳＡ１３モデルの   ＝ＳＧＳＡ１３モデル以外の 

 

・リモコンを操作する場合は、表示板のリモコン受光部に向けて操作してください。 

（リモコン受光部の位置は付属の外観図参照） 

 

・リモコンの使用範囲は、表示板からの距離約３ｍ、角度は左右に約２０°です。 

（使用環境により異なる場合があります） 

 

※リモコン受光部に直射日光があたると、リモコンの操作ができなくなる場合があります。 
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電池は、「ボタン電池（コイン型リチウム電池 ＣＲ２０２５）」をお使いください。 

また、約１年ごとに新しい電池と交換してください。 

 

１.ロックを押しながら、電池ケースを引き出します。 

２.電池を電池ケースに入れます。 

３.電池ケースを元に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

電池ケース 

リモコン 

裏面 

ボタン電池は「＋」が 

表となるように入れる 

ロックを 

押しながら 

引き出す 

電池の交換方法 

・電池の「＋」「－」に注意してください。 

・長期間ご使用にならないときは、電池を取りはずしてください。 

・廃棄や保存は、テープなどを巻きつけて絶縁してください。 

また、他の金属と一緒にしないでください。 

破裂や火災、発火の原因になります。 

・万一液漏れを起こした場合は、ケース内についた液をよくふき取ってから 

 保管してください。 

注意 

リモコン 

裏面 



－１１－ 

 

 

３つの表示モードを場面に応じて切り替えます。 

 

通常使用するモード（ＡまたはＢ）の切替方法 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ＡＢキリカエ」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで「Ａ」または「Ｂ」を選択し、決定を押します。 

 

外部接点使用時のモード（Ｒ）への切替方法 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ガイブＩＮ」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで、使用する外部接点を選択し、決定を押します。 

４.外部接点接続口に使用する外部接点を接続します。 

（外部接点接続口の位置は付属の外観図参照） 

５.接続した外部接点スイッチを操作するごとに通常使用するモード（ＡまたはＢ）と 

外部接点使用時のモード（Ｒ）が切り替わります。 

 

 

 

 

各表示モードにＣＨ.を設定します。 

 

♦各表示モードのＣＨ.設定 

表示中のモード ＣＨ.設定する表示モード 設定方法 

Ａ，Ｂ 
Ａ，Ｂ ① 

Ｒ ② 

Ｒ 
Ａ，Ｂ ③ 

Ｒ ① 

 

設定方法① 

１.表示呼出を押して、〈ＣＨ.設定画面〉にします。 

２.表示させるＣＨ.を文字・数字で入力します。 

内容が登録されていないＣＨ.を入力すると「未登録」と表示されます。 

設定するＣＨ.を修正するときは、Ｃを押してください。 

３.決定または番号指定を押すと、次の表示順の〈ＣＨ.設定画面〉になります。 

４.続けて表示する順に、ＣＨ.を入力します。 

表示設定する表示順を切り替える場合は送り 戻しを押してください。 

５.設定操作完了後、操作終了を押します。 

完了せずに操作終了を押した場合、直前に表示していたモードで表示します。 

表示モードの切替方法 

ＣＨ.の設定方法 

すでに使用する外部接点が 

設定されている場合は、 

１～３は不要です。 



－１２－ 

設定方法② 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「Ｒセッテイ」を選択し、決定を押します。 

３.ＣＨ.設定をします。（設定方法①２以降参照） 
 

設定方法③ 

１.表示板に接続されている外部接点を操作し、表示モードをＡまたはＢにします。 

２.ＣＨ.設定をします。（設定方法①参照） 

３.再度表示板に接続されている外部接点を操作し、表示モードをＲに戻します。 
 

 

※図はＳＧＳＡ１３モデル 

 

・選択した表示順のステータス（表示：〇、非表示：×）を切り替える場合は〇/×を 

押してください。 

非表示にした表示順は飛ばして表示されます。 
 

・各モードのＣＨ.設定をクリアする場合は、ＣＨ.９９９を入力し、決定または 

番号指定を押してください。 

（直前に表示していた表示モードのみクリアされます） 
 

※ＣＨ.設定中は表示モードが切り替えられません。 
 

♦設定可能なＣＨ. 

対象モデル ＣＨ. 内容 詳細 

操作スイッチ 無／付 

 共通 
１～９０ 定型文 

あらかじめ登録されている表示コンテンツを表示 

（編集不可、詳細は表示内容一覧表参照） 

操作スイッチ無 
９１ 

～３００ 文字 

入力 

文字入力した表示コンテンツを表示 

（対象モデルは付属の仕様表参照） 
操作スイッチ付 

９１ 

～９９ 



－１３－ 

 

 

一部のＣＨ.は文字入力できます。 

対象ＣＨ.はＰ.１２ ♦設定可能なＣＨ.をご覧ください。 
 

文字を入力する画面には、入力する文字の種類の選択などをおこなう〈文字入力画面〉 

と、実際に文字の入力をおこなう〈仮入力画面〉、文字の変換をおこなう〈変換画面〉の 

３種類があります。 
 

※リモコンでのみ文字入力できます。 
 

♦入力可能な文字数 

対象モデル 〈仮入力画面〉 〈文字入力画面〉 

ＳＧＳＡ１３モデル 

６文字 

２００文字 

ＳＧＳＡ３１モデル 

ＳＧＳＡ３２モデル 

ＳＧＳＡ４２モデル ８文字 

ＳＧＳＡ５３モデル １５文字 

 

１.表示呼出を押して、〈ＣＨ.設定画面〉にします。 

２.送り 戻しを押して、文字入力するＣＨ.を選択します。 

３.文字入力を押して、〈文字入力画面〉にします。 

※事前に文字入力可能なＣＨ.を設定している場合は、 

文字入力するコンテンツ表示中に文字入力を押すことでも〈文字入力画面〉に 

できます。 

４.〈文字入力画面〉で文字入力を押して入力する文字の種類を選択します。 

５.文字・数字を押すことで〈仮入力画面〉に切り替え文字入力します。 

６.仮入力に間違いがないことを確認後、決定を押して〈文字入力画面〉に 

戻ります。 

７.〈文字入力画面〉にて入力完了後、決定を押しプレビューを表示します。 

８.入力内容に間違いがないことを確認後、再度決定を押します。 

９.内容が保存され、コンテンツ表示状態に戻ります。 
 

・〈仮入力画面〉で、操作終了を押すと再度〈文字入力画面〉に戻ります。 

〈変換画面〉で操作終了を押すと〈仮入力画面〉に戻ります。 
 

・入力する文字の種類は、〈文字入力画面〉で小さく表示されている文字を 

 ご確認ください。（ひ：ひらがな、カ：カタカナ、Ａ：英数） 
 

♦入力可能な文字色 

ＣＨ. 文字色 

９１～９９ 登録されているコンテンツの文字と同じ文字色 

１００～３００ 白色 

文字の入力方法 



－１４－ 

♦その他の操作方法 
操作 〈文字入力画面〉 〈仮入力画面〉 

濁点、半濁点  記号を押下 

変換  
半倍/変換を押下 

（ひらがな入力時のみ有効） 

削除 

Ｃを押下 

（一回押すと空白になり、 

もう一度押すと削除されます） 

Ｃを押下 

文字サイズ変更 
半倍/変換を押下 

（３サイズから選択可能） 
 

文字の太さ変更 
文字修飾を押下 

（２サイズから選択可能） 

記号入力 記号を押下  

入力位置の変更 カーソルを押下  

 

  



－１５－ 

例）文字入力、変換、修飾操作  

 

※図はＳＧＳＡ１３モデル 

 



－１６－ 

文字対応キー一覧 

 

ひらがな入力 

 
 

 

カタカナ入力 

 

 

 



－１７－ 

 

英数入力 

 

 

    

記号  

 

 

  



－１８－ 

 

 

一部のＣＨ.は表示動作を設定できます。 

対象ＣＨ.はＰ.１２ ♦設定可能なＣＨ.をご覧ください。 

また、表示順ごとに設定できます。 

 

※リモコンでのみ表示動作を設定できます。 

 

１.〈文字入力画面〉で、表示動作を押します。 

２.     で動作モードを変更します。 

（ＳＧＳＡ１３モデル以外は    で変更します） 

３.    で画面を切り替え、表示速度・表示時間を１～５で入力し設定します。 

（ＳＧＳＡ１３モデル以外は    で切り替えます） 

４.動作設定完了後、決定を押し保存します。 

 

♦表示速度・表示時間の設定 

 
ランニング 

（スクロール表示） 

ストップ 

（静止表示） 

フラッシュ 

（点滅表示） 

表示速度 （速）１      ５（遅）  （速）１      ５（遅） 

表示時間  （短）１      ５（長）  

 

 

※「ストップ」「フラッシュ」では、最初の画面文字（表示パネル数分の文字）のみ 

表示されます。  

表示動作の設定方法 



－１９－ 

 

 

機能を押して〈設定画面〉にすることで、その他各種設定ができます。 

 

ＵＳＢ読み込み 

ＵＳＢメモリーのデータを表示板へ読み込みます。 

 

１.ＵＳＢ接続口カバーをはずします。（ＵＳＢ接続口の位置は付属の外観図参照） 

２.ＵＳＢメモリーをＵＳＢ接続口に差し込みます。 

３.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

４.カーソルで「ＵＳＢメモリ」を選択し、決定を押します。 

５.カーソルで読みこむデータを選択し決定を押します。 

６.選択したデータが表示板に読み込まれ、コンテンツ表示に戻ります。 

７.ＵＳＢメモリーを取りはずして、ＵＳＢ接続口カバーを取りつけます。 

 

※ＵＳＢメモリーに入っている表示データが 1 つの場合、ＵＳＢ接続口に 

ＵＳＢメモリーを差し込むことで自動的に読み込まれます。 

 

 

ＵＳＢ書き込み 

表示板に登録されているデータをＵＳＢメモリーへ書き込みます。 

 

１.ＵＳＢ接続口カバーをはずします。（ＵＳＢ接続口の位置は付属の外観図参照） 

２.ＵＳＢメモリーをＵＳＢ接続口に差し込みます。 

３.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

４.カーソルで「ＵＳＢライト」を選択し、決定を押します。 

５.再度決定を押します。 

６.ＵＳＢメモリーにデータが書き込まれ、コンテンツ表示に戻ります。 

７.ＵＳＢメモリーを取りはずして、ＵＳＢ接続口カバーを取りつけます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他各種設定方法 

・データの読み込み、書き込み時は、ＵＳＢメモリーを抜かないでください。 

・ＵＳＢメモリーは、雨など水がかかる状態では絶対に 

接続しないでください。 

 （接続部が濡れると故障の原因になります） 

・ＵＳＢ接続口カバーを取りつける際、必ず 

シール座金を取りつけてください。 

・ＵＳＢメモリーに書き込む場合は、必ずデータの入っていない 

ＵＳＢメモリーをご使用ください。表示内容の入ったＵＳＢメモリーを 

表示板に接続すると、自動でデータが読み込まれ、表示板内のデータが回収 

できなくなります。 

 

注意 



－２０－ 

読み込み・書き込みに使用するＵＳＢメモリーは下記仕様のものをご使用ください。 

 

１.インターフェース仕様 

  ＵＳＢ２．０／１．１ または ＵＳＢ３．０／２．０ 

２.フォーマット 

  ＦＡＴ３２フォーマット 

３.コネクタ 

Ａタイプオスコネクタ 

 

以下のものはご使用いただけません。 

・セキュリティ機能付き（パスワード付きや暗号化など） 

・ウイルスチェック機能付き 

・パーテーション分けされたもの 

 

また、本製品は、すべてのＵＳＢメモリーの動作を保証するものではありません。 

詳細についてはお買い求めの販売店または裏表紙の連絡先にお問い合わせください。 

 

 

 

バージョン確認 

現在のシステムのバージョンを確認します。 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「バージョン」を選択し、決定を押します。 

３.現在のバージョンが表示されます。 

４.操作終了を押し、コンテンツ表示に戻ります。 

 

 

ＬＥＤメンテナンス 

ＬＥＤパネルに異常がないか確認します。 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ＬＥＤメンテ」を選択し、決定を押します。 

３.   で点灯パターン、   で表示色を切り替えます。 

  （ＳＧＳＡ１３モデル以外は    で点灯パターン、    で表示色を切り替えます） 

４.操作終了を押し、コンテンツ表示に戻ります。 

 

点灯率１００％ ←→ グラデーション表示 ←→ 点灯率５０％① ←→ 点灯率５０％② 

←→ 点灯率１００％ ←→ ・・・ 

 

白色 ←→ 赤色 ←→ 緑色 ←→ 青色 ←→ 黄色 ←→ 紫色 ←→ 水色 ←→ 橙色 

←→ 白色 ←→ ・・・ 



－２１－ 

輝度設定 

表示板の明るさを設定します。 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ヒルマ キド」または「ヤカン キド」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで設定する輝度を選び、決定を押します。 

昼間輝度：５０％、６０％、８０％、１００％ 

夜間輝度：６．２５％、１２．５％ 

 

・コンテンツ表示中に輝度を押しても同様に設定できます。 
 

 

内照灯設定 

標識の内照灯を設定します。 

内照式標識付のモデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ナイショウ」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで設定する点滅方法を選択し、決定を押します。 

点滅方法：常時点滅、昼のみ点滅、夜のみ点滅、消灯 

 

 

ブリンカー設定 

ブリンカーを設定します。 

ブリンカー付のモデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

〇輝度設定 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ブリンカキド」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで設定する昼輝度を選択し、決定を押します。 

昼間輝度：５０％、６０％、８０％、１００％ 

４.カーソルで設定する夜輝度を選択し、決定を押します。 

夜間輝度：６．２５％、１２．５％ 

 

〇昼夜設定 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ブリンカヒル」を選択し、決定を押します。 

３.〇/×で昼間のブリンカーの点滅の有無を変更し、決定を押します。 

 

〇点滅パターン設定 

１.コンテンツ表示中にブリンカを押します。 

２.カーソルで、点滅パターンを設定し、決定を押します。 

 点滅パターン：全点滅、上下点滅、左右点滅、消灯 



－２２－ 

標識照明設定 

標識照明を設定します。 

照明式標識付のモデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

〇輝度設定 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ショウメイキド」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで設定する輝度を選択し、決定を押します。 

輝度：２５％、５０％、１００％ 

 

〇昼夜設定および点滅比設定 

１.機能を押して〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ショウメイ」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで設定する点滅方法を選択し、決定を押します。 

  点滅方法：常時点滅、夜のみ点滅、消灯 

４.カーソルで設定する点滅比を選択し、決定を押します。 

  点滅比： 点灯：消灯＝１：３または１：１ 

 

 

 

パネルブリンカー設定 

パネルブリンカーを設定します。 

パネルブリンカーは、表示面の四隅をブリンカーのように光らせる機能です。 

パネルブリンカー設定可能モデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「Ｐブリンカ」を選択し、決定を押します。 

３.カーソルで設定する点滅パターンを選択し、決定を押します。 

点滅パターン：消灯、全点滅、上下交互点滅、左右交互点滅 

（パネルブリンカーを消したい場合は、点滅パターンを消灯にします） 

４.○/×で昼間の点滅有無を選択し、決定を押します。 

５.カーソルでパネルブリンカーの形状を選択し、決定を押します。 

パネルブリンカーの形状：丸型１（小丸）、丸型２（大丸）、四角 

６.カーソルで表示速度を選択し、決定を押します。 

表示速度：低速、中速、高速 

７.カーソルで表示色を選択し、決定を押します。 

表示色：白、赤、黄、緑、水色、青、マゼンタ、橙 

 

※パネルブリンカーの明るさは昼間輝度、夜間輝度に依存します。 

 

 

 



－２３－ 

バッテリー残量確認 

バッテリーの残量を確認します。 

操作スイッチの付いていないモデルのみ〈設定画面〉から確認できます。 

（対象モデルは付属の仕様表参照） 
 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「バッテリー」を選択し、決定を押します。 

３.バッテリー残量が測定されます。（５秒程度） 

４.画面に残量が表示されます。（下記参照） 

５.操作終了を押し、コンテンツ表示に戻ります。 
 

      ♦バッテリー残量の表示と内容 

表示 内容 

ナシ 容量不足 

ヒヘイ 要充電 

アリ 良好 

フル 満充電 

 

ソーラーパネル接続・発電確認 

ソーラーパネルの接続・発電状態を確認します。 

操作スイッチの付いていないモデルのみ〈設定画面〉から確認できます。 

（対象モデルは付属の仕様表参照） 
 

※必ず、ソーラーパネルに十分太陽光が当たっている状態で確認してください。 
 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「ソーラー」を選択し、決定を押します。 

３.ソーラーパネルの接続・発電状態が確認されます。（５秒程度） 

４.画面にソーラーパネルの接続・発電状態が表示されます。（下記参照） 

５.操作終了を押し、コンテンツ表示に戻ります。 
 

       ♦ソーラーパネルの接続・発電状態の表示とその内容 
表示 内容 

ハツデンナシ 
未発電、未接続、 

断線、故障の可能性あり 

ハツデンアリ 発電中（正常） 

 

・電源ＯＦＦ時でも、ソーラーパネルから充電できます。 

 

  

 

 

・必ずソーラー接続ケーブルを表示板に接続し、ソーラーパネルを太陽光の 

あたる方向（南向き）に向けてください。 

バッテリーのみで使用した場合は、表示可能な期間が短くなります。 

注意 
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インジケーター表示設定 

画面にインジケーター（バッテリー残量）を常時表示するか設定します。 

操作スイッチの付いていないモデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「インジケータ」を選択し、決定を押します。 

３.〇/×でインジケーター表示の有無を選択し、決定を押します。 

 

 

 

カレンダー設定 

表示板の年月日時分を設定します。 

 

１.機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.カーソルで「カレンダー」を選択し、決定を押します。 

３.文字・数字で年を入力し決定を押します。 

４.続いて、月日時分を文字・数字で入力し決定を押します。 
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Ｍｅｍｏ 
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※操作スイッチ付のモデルのみ対応（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

 

 

 

操作スイッチによる操作方法 

    スイッチ類  

 

① ソーラー接続 

確認スイッチ 

ソーラー 

 

② バッテリー残量 

確認スイッチ 

バッテリー 

 

③ 表示モード 

切替スイッチ 

Ａ Ｂ Ｒ 

 

④ ＣＨ.指定スイッチ 

＋１０ ＋１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 電源スイッチ 

    ランプ類  

 

⑥ 電圧チェックランプ 

 

 

⑦ 表示モードランプ 

 

 

 

 

⑧ ＣＨ.モニター 

 

 

 

 

操作スイッチの各スイッチを     で囲んで表します 

各部のなまえ 
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♦各スイッチの位置と詳細 

 名称 
本書内での 

表記 
内容 

① 
ソーラー 

接続確認 
ソーラー ソーラーパネルの接続・発電状態を確認します。 

② 
バッテリー 

残量確認 
バッテリー バッテリーの残量を確認します。 

③ 
表示モード 

切替 

Ａ Ｂ 

表示モードをＡまたはＢに変更します。 

⑧のＣＨ.モニターに選択したモードのＣＨ.を表示します。 

選択したモードのＣＨ.を設定します。 

３秒以上長押しで、モードの設定内容をクリアします。 

Ｒ 

⑧のＣＨ.モニターに選択したモードのＣＨ.を表示します。 

選択したモードのＣＨ.を設定します。 

３秒以上長押しで、モードの設定内容をクリアします。 

④ ＣＨ.指定 
＋１０ 

 

＋１ 

隣接するＣＨ.モニターの数値を「０→１→・・・９→０」の 

順に変更します。 

＋１０は１０の位、＋１は１の位を指定します。 

３秒以上長押しで、ＣＨ.設定をクリアします。 

⑤ 電源 

電源のＯＮ／ＯＦＦ 

 

※ＳＧＳＡ３１ＦＴＥＺおよびＳＧＳＡ３１ＦＣＥＺは、 

表示板背面についています。 

（電源スイッチの位置は付属の外観図参照） 

 

 

  ♦各ランプの位置と詳細 

 名称 内容 

⑥ 電圧チェックランプ 
ソーラーまたはバッテリーを押すことで、ソーラーパネルの 

接続・発電状態、またはバッテリー残量を表示します。 

⑦ 表示モードランプ 
通常：表示中のモードに対応するランプを点滅します。 

ＣＨ.設定中：対応するランプを点灯します。 

⑧ ＣＨ.モニター 表示モードに設定されているＣＨ.を表示します。 

 

  



－２８－ 

 

 

３つの表示モードを場面に応じて切り替えます。 

 

通常使用するモード（ＡまたはＢ）の切替方法 

ＡまたはＢを押すことでＡモードまたはＢモードに切り替えます。 
 

外部接点使用時のモード（Ｒ）への切替方法 

１.リモコンの機能を押して、〈設定画面〉を開きます。 

２.リモコンのカーソルで「ガイブＩＮ」を選択し、 

決定を押します。 

３.リモコンのカーソルで、使用する外部接点を選択し、 

決定を押します。 

４.外部接点接続口に使用する外部接点を接続します。 

  （外部接点接続口の位置は付属の外観図参照） 

５.接続した外部接点スイッチを操作するごとに通常使用するモード（ＡまたはＢ）と 

外部接点使用時のモード（Ｒ）が切り替わります。 

 

 

 

各表示モードにＣＨ.を設定します。 
 

１.設定するモードをＡ、Ｂ、Ｒで選択します。 

２.ＣＨ.モニターに現在のＣＨ.設定が表示されます。 

なお、一定時間（３０秒）操作がない場合は、ＣＨ.表示を消灯します。 

Ａ、Ｂ、Ｒ、＋１０、＋１のいずれかを押すとＣＨ.表示が点灯します。 

３.設定する各ＣＨ.２桁を＋１０または＋１で設定します。 

＋１０または＋１を押すごとに、０、１、２、…、９、０の順に変化します。 

ＣＨ.が［０］［０］の場合、ＣＨ.表示は「」となり、なにも表示されません。 

設定中は、すべてのＣＨ.表示が点滅します。 

４.操作完了後、スイッチを操作せず１０秒後「ピー」と音が鳴ると、ＣＨ.設定を 

保存します。 

５.設定をキャンセルして元の表示順に戻す場合、確定前（ＣＨ.表示点滅中）に 

もう一度同じモード（Ａ、Ｂ、Ｒ）を押します。 
 

・コンテンツを非表示にする場合は、ＣＨ.を［０］［０］と設定するか、 

＋１０または＋１を３秒以上長押しします。 

この時、ＣＨ.表示は「」となります。 

再度表示させたい場合は、表示させたいＣＨ.を入力します。 
 

・各モードのＣＨ.設定を全てクリアするには、クリアするモード（Ａ、Ｂ、Ｒ）を 

３秒以上長押しします。 
 

※操作スイッチでＣＨ.設定をした場合は、５ＣＨ.以降は消去されます。 

再度５ＣＨ.以降設定する場合は、リモコンでＣＨ.設定をしてください。 

表示モードの切替方法 

ＣＨ.の設定方法 

すでに使用する外部接点が 

設定されている場合は、 

１～３は不要です。 
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♦設定可能なＣＨ. 

ＣＨ. 内容 詳細 

１～９０ 定型文 
あらかじめ登録されている表示コンテンツを表示 

（編集不可、詳細は表示内容一覧表参照） 

９１～９９ 文字入力 文字入力した表示内容を表示 

 
 

 

ソーラーやバッテリーを押すことで、その他各種設定ができます。 

 

内照灯設定 

標識の内照灯を設定します。 

内照式標識付のモデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

１.ソーラーとバッテリーを同時に３秒以上長押しし、内照灯設定 

モードにします。 

  （この時１番上のＣＨ.モニターには「」と表示されます） 

２.上から２番目のＣＨ.モニターで昼間の点滅有無を設定します。 

「」→点滅有、「」→点滅無 

３.上から３番目のＣＨ.モニターで夜間の点滅有無を設定します。 

  「」→点滅有、「」→点滅無 

４.スイッチを７秒間操作せず、確定します。 
 

※ＳＧＳＡ５３モデルは、１の操作でパネルブリンカー設定モードに 

なります。その状態でバッテリーを押し内照灯設定モードに切り替えます。 

 

ブリンカー設定 

ブリンカーを設定します。 

ブリンカー付のモデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

１.ソーラーとバッテリーを同時に３秒以上長押しし、ブリンカー設定 

モードにします。 

  （この時１番上のＣＨ.モニターには「」と表示されます） 

２.上から２番目のＣＨ.モニターで点滅方法を設定します。 

点滅方法：「」→昼夜点滅、「」→夜間のみ点滅 

３.上から３番目のＣＨ.モニターで点滅パターンを設定します。 

  点滅パターン：「」→全点滅、「」→上下交互点滅、 

「」→左右交互点滅、「」→消灯

４.スイッチを７秒間操作せず、確定します。 
 

※輝度は操作スイッチで設定できません。リモコンで設定してください。 

 （リモコンで未設定時のデフォルト設定 昼間輝度：１００％、夜間輝度：１２．５％） 

その他各種設定方法 
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標識照明設定 

標識照明を設定します。 

照明式標識付のモデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

１.ソーラーとバッテリーを同時に３秒以上長押しし、標識照明設定 

モードにします。 

  （この時１番上のＣＨ.モニターには「」と表示されます） 

２.上から２番目のＣＨ.モニターで点滅方法を設定します。 

点滅方法：「」→昼夜点滅、「」→夜間のみ点滅、 

     「」→消灯 

３.スイッチを７秒間操作せず、確定します。 

 

※輝度と点滅比は操作スイッチで設定できません。 

リモコンで設定してください。 

（リモコンで未設定時のデフォルト設定 輝度：５０％、点滅比： 点灯：消灯＝１：３） 

 

 

パネルブリンカー設定 

パネルブリンカーを設定します。 

パネルブリンカーは、表示面の四隅をブリンカーのように光らせる機能です。 

パネルブリンカー設定可能モデルのみ設定できます。（対象モデルは付属の仕様表参照） 

 

１.ソーラーとバッテリーを同時に３秒以上長押しし、パネルブリンカー 

設定モードにします。 

  （この時１番上のＣＨ.モニターには「」と表示されます） 

２.上から２番目のＣＨ.モニターで点滅方法を設定します。 

点滅方法：「」→昼夜点滅、「」→夜間のみ点滅 

３.上から３番目のＣＨ.モニターで点滅パターンを設定します。 

点滅パターン：「」→消灯、「」→全点滅、 

「」→上下交互点滅、「」→左右交互点滅 

４.上から４番目のＣＨ.モニターで表示色を設定します。 

表示色：「」→白、「」→赤、「」→黄、「」→緑、 

「」→水色、「」→青、「」→マゼンタ、「」→橙） 

５.スイッチを７秒間操作せず、確定します。 

 

※パネルブリンカーの明るさは昼間輝度、夜間輝度に依存します。 

 

※パネルブリンカーの形状および表示速度は操作スイッチで設定できません。 

リモコンで設定してください。 

（リモコンで未設定時のデフォルト設定 形状：丸型１（小丸）、表示速度：低速） 
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バッテリー残量確認 

バッテリーの残量を確認します。 

 

１.バッテリーを押します。 

２.バッテリー残量が測定されます。（５秒程度） 

３.電圧チェックランプにバッテリー残量が表示されます。（下記参照） 

 

      ♦バッテリー残量の表示とその内容 

表示  （〇:消灯 ●:点灯） 内容 

○○○→●○○→●●○→●●●→○○○→・・・ 測定中 

●○○→○○○→●○○→・・・ 容量不足 

●○○ 要充電 

●●○ 良好 

●●● 満充電 

 

ソーラーパネル接続・発電確認 

ソーラーパネルの接続・発電状態を確認します。 

 

※必ず、ソーラーパネルに十分太陽光が当たっている状態で確認してください。 

 

１.ソーラーを押します。 

２.ソーラーパネルの接続・発電状態が確認されます。（５秒程度） 

３.電圧チェックランプに測定結果が表示されます。（下記参照）  

 

  ♦ソーラーパネルの接続・発電状態の表示とその内容 

表示 （〇:消灯 ●:点灯） 内容 

○○○→●○○→●●○→●●●→○○○→・・・ 測定中 

●○○→○○○→●○○→・・・ 
未発電、未接続、 

断線、故障の可能性あり 

●●● 発電中（正常） 

 

・電源ＯＦＦ時でもソーラーパネルから充電できます。 

・必ずソーラー接続ケーブルを表示板に接続し、ソーラーパネルを太陽光の 

あたる方向（南向き）に向けてください。 

バッテリーのみで使用した場合は、表示可能な期間が短くなります。 

注意 
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  ●本体の掃除について 

  ・表示板が汚れたときは、必ず電源を切ってから掃除してください。 

  ・掃除は、中性洗剤を薄めた液を含ませた柔らかい布で軽く拭いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 お手入れ 

注意 
・表示画面板は、プラスチック製で傷がつきやすいので、お取り扱いに 

注意してください。 

・ベンジンやシンナーおよびガソリンなど揮発性の液体、化学ぞうきんを 

使用しないでください。 

変質、変色することがあります。 

・洗浄する場合は、水の浸入がないよう注意してください。 
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使用中に異常がありましたら、下表により原因を調べて処置をしてください。 

原因がわからない、処置が難しいときは、電源プラグをコンセントから抜き、 

お買い求めの販売店または裏表紙の連絡先にご連絡ください。 

 

現    象 原   因 処 置 方 法 

 

 

 

 

 

表 

 

 

 

 

示 

 

 

 

 

部 
 

 

 

 

表示部が点灯しない。 

バッテリーボックスと 

表示板間の電源コードが、 

正しく接続されていない。 

電源コードを正しく接続 

してください。 

電源スイッチがＯＦＦに 

なっている。 

電源スイッチをＯＮにして 

ください。 

バッテリーが充電されて 

いない（バッテリー電圧が 

１１．４Ｖ以下） 

充電してください。または、 

満充電されたバッテリーと 

交換してください。 

バッテリーボックス内の 

ヒューズが切れている。 

ヒューズが切れた原因を 

調べ対処してから、新しい 

ヒューズと交換してくださ

い。（１２５Ｖ １５Ａ） 

バッテリーボックスと 

表示板間の電源コードが 

断線している。 修理が必要です。 

お買い求めの販売店または 

裏表紙の連絡先にご連絡 

ください。 

ＬＥＤ表示部内部の電源中

継コネクタがはずれている。 

制御基板が故障している。 

コンテンツが表示されないで、 

正面右下のＬＥＤが点滅する。 
ＣＨ.が設定されていない。 ＣＨ.を設定してください。 

表示が正常に表示されない。 

全 

 

 

 

画 

 

 

 

面 

バッテリーが充電されて 

いない（バッテリー電圧が 

１１．９Ｖ以下） 

リモコンまたは操作スイッ

チにて、バッテリー残量を確

認してください。 

状況によっては、充電して 

ください。 

または、満充電されたバッテ

リーと交換してください。 

制御基板とＬＥＤパネル間 

の信号線がはずれかかって 

いる。 
修理が必要です。 

お買い求めの販売店または 

裏表紙の連絡先にご連絡 

ください。 

制御基板が故障している。 

制御基板とＬＥＤパネル間 

の信号線の一部が断線して 

いる。 

 

 修理を依頼される前に 
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現    象 原   因 処 置 方 法 

表 

示 

部 

表示が正常に表示されない。 

画 

面 

の 

一 

部 

異常表示している箇所の 

ＬＥＤパネルが故障して 

いる。 
修理が必要です。 

お買い求めの販売店または 

裏表紙の連絡先にご連絡 

ください。 
ＬＥＤパネル間を接続して

いる信号線がコネクタから

はずれている。 

充

電

部 

充電時に充電器のランプが消えて 

いる。 

充電器の温度が上昇し 

保護回路が働いている。 

充電器の温度が下がれば、 

充電を再開します。 

１時間以上消えたままの 

場合は、お買い求めの販売店 

または裏表紙の連絡先に 

ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

保証書は、取扱説明書の裏表紙にあります。 

万一、故障した場合には製品品質保証規定により、保証期間内は無償にて修理いたします。 

保証書は大切に保管してください。 

 

 

 

 

故障、修理については、お買い求めの販売店または裏表紙の連絡先にご相談ください。 

 

 

 

 

 

製品の廃棄については、ソーラーパネルのリユースを考慮し、専門の業者に依頼して 

ください。 

 

この製品には、鉛蓄電池を使用しています。 

鉛蓄電池は、リサイクル可能な貴重な資源です。 

鉛蓄電池の交換および使用済み電池の廃棄に際しては、リサイクル業者に 

依頼してください。 

 

 

アフターサービスについて 

保証について 

廃棄について 



 

仕様表・外観図 

 
 
 
 
 
 

 

仕様および外観は改良のため予告なく 

変更する場合がございます。 

付属 
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製品品質保証規定 

本製品は、この品質規定の記載内容に基づき保証いたします。 

保証期間内に故障して無償修理を依頼されるときは、取扱説明書の裏表紙にある保証書を提示 

してください。 

 

１．保証期間 

    保証期間は、納入日から１年とします。 

 

２．保証内容 

   取扱説明書や本体貼付シール等の注意事項に従った正常な使用状態で、保証期間内に故障 

した場合は、お買い上げの販売店または弊社が無償で修理いたします。 

   ただし、次の場合に該当する故障、処置については有償修理になります。 

１）使用上の誤り、取扱説明書等の注意書きが指示する保守点検、保管等の義務を怠ったため 

  に発生した故障および損傷 

２）不当な修理や改造による故障または損傷 

３）衝突、転倒、落下による故障または損傷 

４）定期交換部品、ゴム部品・ホース類等のあらゆる自然消耗する部品および前記部品が損傷・ 

消耗し、交換あるいは補給を要する場合 

５）災害、地震、風水害、塩害、その他天災地変による故障および損傷 

６）指定外の使用電源（電圧、周波数）に起因する故障および損傷 

７）戦争、変乱、暴動、騒じょう、もしくは労働争議に起因する故障および損傷 

８）指定された純正部品を使用しなかったことに起因する故障および損傷 

９）第三者の故意による故障および損傷 

１０）外観上の劣化（日焼け後退、シールの剥がれ） 

１１）日本以外で使用された場合 

１２）補償請求手続きに不備がある場合（例、保証書の提示や型式の連絡がない場合など） 

１３）弊社指定以外の業者および方法による設置、移設、修理等が原因で発生した故障および 

損傷 

１４）取扱説明書等に記載されている保守点検作業 

１５）その他、弊社が保証に相当しないと判断した場合 

 

  万が一、本製品が十分な性能を発揮できないおそれがあると弊社が判断した場合は、お客様 

  のご了承のもとに、故障前であっても無償にて点検・修理いたします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※製品品質保証規定は、この裏面に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アフターサービス並びに品質に関するお問い合わせは、お買い求めの販売店 

または、下記までご連絡ください。 

              〒387-8603 長野県千曲市雨宮 1825 番地 

   

    製品に関するお問い合わせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ TEL026(272)8023(代) 

   

    アフターサービス並びに品質に関するお問い合わせ‥‥‥ TEL026(272)8026(代) 

 

     

札幌支店  TEL011(881)7311        名古屋支店 TEL052(461)7261 

仙台支店  TEL022(258)3861        大阪支店  TEL06(6386)6494 

東京支店  TEL03(3604)6441         福岡支店   TEL092(612)1077 

SG-AC465Z000  
2024.01.26 

型　　　式 製造番号

お買い上げ日

　　年　　　月　　　日より １年間
※
お
客
様

※
販
売
店

ご住所

ご芳名

住　所

店　名 印

様
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この製品は、厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたものです。

お客様の正常なご使用状態で、万一故障した場合には、本保証書記載内容により無料保証いたします。

○修理は、お買上げの販売店に必ず本保証書を提示の上、ご依頼ください。

○本保証書は、再発行いたしませんので、大切に保存してください。

○保証の内容は、取扱説明書内に記載の製品品質保証規定によります。

※欄に記入のない場合は無効となりますので、必ずご確認ください。

保 証 書

 修 理 年 月 日

　年　　月　　日

年　　月　　日

修 理 内 容 担　当

※保証期間
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